
8 年 4 月 15 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
活動場所: 焼津ドリームビレッジ 西小川事業所
活動内容: 質問力を高める～なぜ?を持って生活しよう～ 活動の様子の写真
実施日程: R７年11月１日 成果物の写真

9:30～12:00 活動内容の追加コメント
実施人数: ８名

＜目的＞

＜成果＞

⾧谷川千湖

令和７年度

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 焼津ドリームビレッジ 事業所番号 2215100609

住 所 静岡県焼津市西小川２丁目３-10 管理者名

電話番号 054－625－9330 対象年度

質問力を高めることは、円滑なコミュニケーションや正確な仕事の理解に繋がります。
職場では、分からないことをそのままにせず、相手に確認することで安心して作業を進められます。
また、自分の考えを整理して質問することで、より深い理解や新しい気づきを得ることもできます。
今後も「分からないままにしない勇気」と「相手に聞く力」を育て、一般就労に向けて自信を持って取り組んでいって
ほしいと思います。

・質問内容を考える事は苦手だけど、自分の事も知って欲しいし相手の事も知りたいから質問力を付けていきたい。
・休み時間に話をする時、聞くだけで話が終わっていたが「なぜ?」という疑問を持って次は質問してみたいと思った。
・職員からの説明や指示で分からない事があった時は、その場で質問をしたい。理解してから作業に入る大切さがわかった。
・色々な人の意見が聞けて良かった。

・仕事の場面で「なぜこれをやるのか?」を自然に問いかける
習慣を身につけ、作業への理解と意欲を高める。
・コミュニケーションを活性化させ、信頼関係を築く。
・問題解決力の向上。

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

利用者からの意見・評価

連携先企業（担当者） 社会福祉法人ふじのやま くすの木学園  サビ管 櫻井 敏明

・「なぜミスが起きるのか」を考える事で作業ミスが減少。職
場への具体的な改善提案ができるようになった。
・毎日の振り返りで就職継続への自信と次のステップへの意欲
が高まった。
・作業中、困った時や作業が終わった時等自ら次の指示を仰ぐ
事ができる場面が増えた。

様式２


